





Have the Pupils'Reading Literacy in Japan Ever Decreased?: 









































































































対象となった84名の換算点の平均は，「読字力」 16.8(SD3.8), 「語い力」 14.5
















M SD M SD 
読字カ 16.4 3.6 16.8 3.8 0.4 1.02 n.s. 
語い力 16.6 5.0 14.5 5.5 -2.1 -3.85 p< .01 
文法カ 7.9 3.8 6.6 3.3 -1.3 -3.14 p < .01
読解・鑑賞カ 18.6 5.5 16.9 6.1 -1.7 -2.84 p < .01













の (X2 (2) = 3 .14, n. s.) , 「読字力」 (x2(2)=18.58, p < .Ol), 「語い力」
（が(2)= 18.20, p < .Ol), 「文法力」 (x2(2)=9.83, p < .Ol), 「読解・鑑賞力」





その結果，「読字力」（図 2)に関しては，段階2の人数 (10名， p< .Ol)が有意
















35 I 31 
30 
25 











35 I 31 
30 
25 




゜1 2 3 4 5 評価段階
図2: 「読字力」の評価段階の度数分布
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図4: 「文法力」の評価段階の度数分布





「語い力」（図 3) に関しては，段階 1の人数 (14名， p< .01)が有意に多く，
段階4の人数 (11名， p< .05)が有意に少ないことが示された。
「文法力」（図4) に関しては，段階2の人数 (29名， p< .05)が有意に多いこ
とが示された。
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三l 四l二4 三4 三3 -5 二l二3 四3 六1三5 四5六4 五3 -4 





問題区分 問題番号 今調査（％） 手引（％） 差（％） Z値 判定（両側検定）
4 87 96 -9 2.108 p<.05 
8 83 95 -12 2.433 p<.05 
読字カ 10 81 96 -15 3.054 p < .01 
1 80 95 -15 2.974 p < .01 
31 23 38 -15 2.169 p<.05 
表3: 「語い力」で有意に正答率が低下した問題
問題区分 問題番号 今調査（％） 手引（％） 差（％） Z値 判定（両側検定）
5 39 64 -25 3.205 p < .01 
7 62 84 -22 3.224 p < .01 
13 32 61 -29 3.749 p < .01 
語い力 15 71 89 -18 2.858 p < .01 
20 31 61 -30 3.907 p< .01 
22 39 64 -25 3.205 p <-.01 
23 48 67 -19 2.539 p <.05 
表4: ・「文法力」で有意に正答率が低下した問題
問題区分 問題番号 今調査（％） 手引（％） 差（％） z値 判定（両側検定）
問6 20 40 -20 2.792 p < .01 
問7 58 76 -18 2.438 p<.05 
文法カ 問9 26 43 -17 2.290 p<.05 
問11 50 68 -18 2.372 p<.05 
間12 10 21 -11 2.068 p < .05 
表5: 「読解・鑑賞力」で有意に正答率が低下した問題
問題区分 問題番号 今調登（％） 手引（％） 差（％） z値 判定（両側検定）
-4 17 31 -14 2.180 p<.05 
読解・ 四4 26 46 -20 2.673 p < .01 
鑑賞力 五2 18 38 -20 2.910 p<.01 
六3 31 49 -18 2.388 p<.05 
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表6: 「読字力」で有意に正答率が増加した問題
問題区分 問題番号 今調査（％） 手引（％） 差（％） z値 判定（両側検定）
20 96 82 14 -3.014 p < .01 
29 85 64 21 -3.042 p <.01 
30 79 51 28 -3.741 p < .01 
読字カ 34 57 30 27 -3.548 p < .01 
38 69 52 17 -2.260 p<.05 
42 50 14 36 -5.001 p < .01 
43 70 54 16 -2.169 p<.05 
表7: 「語い力」で有意に正答率が増加した問題
問題区分 I問題番号 I今調査(%lI手引(%lI 差(%) Z値 I判定（両側検定）
語い力 14 70 28 42 -5.476 p < .01 
表8: 「読字力」で正答率が有意に低下した問題の履修配当学年
設問番号 問題例 履修配当学年
4 絵本 絵(2年） 本(1年）
8 都会 都(3年） 会(2年）
10 姉 姉(2年）
11 病気 病(3年） 気(1年）








42 選択 選(4年） 択（中 l以上）




問題番号 問題例 見出し 表記 品詞 阪本 新阪本 田中 池原 児言研 中央 国語研
けんか けんか x喧x嘩 名・ス自 Al Al ④ 3A A ◎ 
5 
しかける＊ しかける 仕掛ける 下ー他 A2 A2 
こおり こおり 氷 名 Al Al ① 2B A ◎ 
7 はる＊ はる 張る ・X貼る 五自他 Al ① lBl A ◎ Al 
13 みこみ＊ みこみ 見込み 名 B2 B3 ④ C ゜かばん かばん 〔中〕x鞄 名 Al Al ③ 2A A ◎ 15 て て 手 名・接頭．接尾 Al Al ① lAl A ◎ 
さげる＊ さげる 下げる 下ー他 Al Al 1B2 A ◎ 
20 
あざやか＊ あざやか 鮮やか 形動 Bl Bl ④ 小B ゜とうきゅう とうきゅう 投球 名・ス自 B2 B2 
22 











































問題例 見出し 表記 品詞 阪本
ので ので 接助 Al 
が
が 接 A2 
が 格助・接助・接 Al 
ください くださる 下さる 五他 Al 
くれません くれる △呉れる 下一他 Al 
その その x其の 連体 Al 
そこが そこ x其△処 代 Al 
すぐに すぐ △直ぐ 副 Al 
中には なか 中・仲 名 Al 
しかし しかし △然し・△併し 接 Al 


















田中 池原 児言研 中央 国語研
゜① B ◎ 
① lAl A ◎ 
① lAl A ◎ 
① 1A2 A ◎ 
① lAl A ◎ 
① lAl A ◎ 










































() I勺は人数 i売 ~.r-:)J 計{-¥,、)J 文 i去）J 紗鴎名 鑑賞}] <) rAJにl:f父fl背の叫I届
4 4 3 5 
4 4 4 5 
A (5名） 5 5 4 5 
76-85 
4 5 4 5 
(4-5) 
5 4 5 5 
5 4 3 4 
B (4:}',) 4 4 3 4 73-76 
5 5 3 4 (4) 
5 4 2 4 
5 3 4 4 
5 3 4 5 
5 2 4 5 
C (7'?'り 5 4 4 4 
69-78 
5 4 4 3 
(4) 
5 3 4 3 
5 3 5 3 
4 3 3 4 
4 3 3 4 
D (9ヤi) 3 3 3 4 60-71 
3 3 4 3 (3-4) 
4 3 4 4 
4 3 4 3 
4 3 3 2 
4 4 3 2 
48-65 
E (14令',) 4 3 3 3 
(2-3) 
4 2 3 3 
4 2 3 2 
2 4 3 2 
2 4 2 3 
F(9キ］） 3 3 3 2 
51-59 
3 3 3 3 
(3) 
2 3 3 3 
3 2 2 3 
3 2 2 4 
48-64 
G (5名） 4 3 2 3 
(2-3) 
3 3 2 3 
4 3 2 4 
4 2 2 2 
3 2 2 2 
3 3 2 2 
39-56 
H(8キ・,) 3 3 2 1 
(2-3) 
4 3 2 2 
4 3 2 2 
4 3 1 2 
3 1 2 3 
3 1 2 2 
I(lOキ・,) 3 2 1 2 
30-46 
3 1 1 2 
(1-2) 
3 1 1 1 
2 2 2 2 
37-49 
J(6名） 2 3 2 2 
(2) 
1 2 3 3 
2 1 2 2 
2 1 2 1 
K(7名） 1 1 2 1 
5-34 
1 1 1 2 
(1) 



























に対し，「語い力」では29問中 7問 (24%), 「文法力」では16問中 5問 (31%) , 


































































































































「阪本教育基本語彙」および「新阪本教育基本語彙」： A(小学校低学年）， B (小学校























ある。しかし，その後， Cummins(1984) により言語の BICS(basic interpersonal 
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